
グループホームハートケアライフ八軒 運営推進会議議事録 

<平成２６年度 第２回運営推進会議> 

 

[日 時] 平成２６年 ６月１０日（火） １３：３０～１４：３０ 

 

[会 場] GHハートケアライフ八軒 １F 居間・食堂スペースにて実施 

 

[出席者]  １０ 名 

・ 西区第一地域包括支援センター 

 齋 藤 好 江 （保健師） 

・ 地域住民の代表 

 千 田   忍 （西八軒町内会青少年部長・西八軒主任児童委員） 

・ 入居者代表 

 菅 原 フ ジ （１F入居者） 

 米 谷 ヨシエ （１Ｆ入居者） 

 田 川 ヤス子 （１Ｆ入居者） 

 米 倉 ヤ エ （１Ｆ入居者） 

・ グループホーム運営事業所 

 三 浦 浩 美 （代 表 者） 

 一 條 英 子 （１F管理者） 

 神 原 陽 子 （２F管理者） 

 高 橋 昌 隆 （２F計画作成担当者） 

 

[会議内容] 

  １、自衛消防訓練の講評 

     13時 15分から行なわれた訓練の講評を、防火管理者より報告しました。西消防署員 5名

の立会い・指導を受けて、各フロア夜勤者 1 名の夜勤帯の想定で行いました。訓練は、自立

の入居者4名、職員が避難困難者役で4名、ダミー1体を避難させたところで終了し、所用

時間は、3分 9秒でした。 

     避難誘導・初期消火についての講評では、 

    １、 火災発生から、初期消火・誘導時、声が小さく少なかった。「火事だ！火事だ！」と大声

で叫ぶ事で、周囲の人に知らせる。自立避難出来る人は、その声だけで逃げることが

出来る。 

    ２、 ベッドに寝ている入居者をシーツで運ぶ時、足を前にして引いていたが、頭を保護す

るために、頭を前にして引く。 

    ３、 ダミーを二人で運ぶ時、両足の間に入っていたが、両足を揃えて片手で抱えた方が、

空いた手を自由に使える。 

    ４、 職員が一人で、階段を下ろさなければならない時は、頭を保護しながら下りる。もし、

足を怪我しても、命を救える方が良い。 

    ５、 今日は訓練なので、消火器 1本で消火したが、実際の火災では、2～3本持って消火に



当たる。消火が無理と判断したら、消火器を噴射したままで入口のドアを 

      閉めて、炎や煙の流出を防ぐ。噴射している消火剤で鎮火する場合もある。 

     水消火器での消火訓練の講評では、 

    １、 ピンは、消火を始める場所で引く。 

    ２、 低い姿勢で、少し手前から掃く様に近づき、火元を狙う。 

    ３、 初期消火中も「火事だ！火事だ！」と、大声で周囲に知らせる。 

     また、今後の訓練のアドバイスとしては、 

    １、 業者と打ち合わせ、実際に感知器を作動してもらい、点検と訓練を兼ねて行なうのも

良い。 

     設備については、 

１、灯油タンクの「火気厳禁」・責任者名を明記しておく。 

２、灯油タンク下の管に、保護カバーをつけた方が良い。 

などのお話がありました。 

 以上の点について改善して、次回訓練を行なうことを報告しました。 

   齋藤様から、「どこの訓練でも、大声を出すということが、なかなか出来ていない。訓練を重

ねて、大きな声を出すことに慣れるしかないようです。」とのご意見を頂きました。 

 

２、現時点の入居者の状況報告 

   １階では、５月３日に８０歳女性が、入居されました。 

   ２階では、入居者の移動・特変なく過ごされています。 

 

３、前回以降の行事実施報告と今後の予定について 

   1 階から、4 /29 「昭和の日」～クイズともんじゃ焼き。5/3 入居者歓迎会。5/5 「子供の日」

～柏餅作り。5/11 「母の日」～職員による仮装のど自慢。5 /12・19 農試公園花見。5/31 小学

校運動会見物。今後は、6/15 「父の日」。6/24 八軒ミニ児来所。6 月下旬「五天山公園」外出レ

ク。7 月 1・2 階合同ホーム横焼肉。 

   2 階では、1 階と同行事は割愛し、5 /11 午前 「花見」～入居者全員参加・手作りお弁当。午後 

「母の日」～詩の朗読・日舞 2 曲・ギター演奏。5/20 百合が原公園外出レク。5/22 

  大通り公園外出レク。5/26 名古屋の「琴修会」より大正琴 5 台寄贈あり、【贈呈式】を行なった。

6/9 ボランティアの先生による「大正琴教室」。今後も月 2 回教室開催。毎月１回「手打ち蕎麦の

日」。毎月第２金曜日「うたの会」参加。毎月１回「音楽療法」。今後は、6 月下旬「円山動物園」外

出レク。7/7 「入居者誕生会及び自伝著書発表会」。8 月中旬「運営推進会議」に合せて、【夏祭

り】を予定していることを報告しました。 

   齋藤様より、「母の日・花見などは、どこのホームでも行なっているが、蕎麦の日・大正琴など

の発想が良く、自伝など入居者の個性に合せた取り組みが出来ていることが、他にはなく、す

ばらしい。」千田様からは、「先日、母が入院し、年相応の物忘れもある。面会に行き話をするこ

とで、物忘れが進むのを抑えられるようです。このホームでは、いろいろな取り組みや外出の

機会も多く、皆さんとの会話が多いことも大変良いと感じます。」とご意見を頂きました。 

 

４、総  括 

   次回の「平成 26年度第 3回運営推進会議」を 8月 19日（火）13：00からと決めました。代表者

より、「本日は、お忙しい中、避難訓練に合せてご出席頂き、有難うございまし 



た。今後の避難訓練では、隣の施設とも連携しての訓練も視野に入れたい。」とお話し、 

今後のご協力をお願いして、会議を終了しました。  

 

以  上 


